
Japanese Society of Human-Environment System 

NII-Electronic Library Service 

Japanese 　Sooiety 　of 　Human −Environment 　System

　 第 23 回 　人 間一生活 環境系シ ン ポジウム （札幌　平成 11年 12月）

T［HE 　23rd　SIMPOSIUM 　ON 　HUMAN ・ENVIRONMEN 　r　SYSTEM （SAPPORO 　l999）

小児 の 安静時代謝量 につ い て

　 ○井川 正治 、坂 牧美歌子

日本体 育大 学健康管理 学研 究 室

Studies　on 　resting 　energy 　expenditure 　of　infants

Shoji　lgawa　and 　Mikako　Sakamaki

Department　of　health　care ，　Nippon　Sport　Science　University

　 There　are 　a 　few　studies 　about 　the　basal　metabohc 　rate 　of 　an 　infant．　Besides
，
　there

ale 　a 　very 　few　studies 　of 　the　rest 血 g　energy 　expenditure ．　These　data　are 　necessary 　to

decide　energy 　requirements ．　So ，
　actua 皿y，

　we 　measured 　a　resting 　energy 　expenditure 　of

．血 fants．
　 As　a　results 　were 　as 　fblows．

　 The 　mean 　did　not 　change 　with 　a　value 　shown 　by　conventional 〔lata　so 　much ．

　 But 　differences　between　indiViduals　were 　recognized 　very 　much ．　You　should 　consider

these　diliferences　between　indiViduals　to　do　a　nutritional 　assessment 　for　an 　individual．

1 ．目的

　幼児期 に お ける 身体の 成長 ・発達 は め ざま

し く 、 そ の 成長 ス ピー ドに は個人差 が生 じる 。

そ の た め 、同 年齢で あ っ て も体格の 差が 大 き

くな り、基礎代謝 量に も大 きな個人 差が 生 じ

る。現 在、 エ ネル ギ ー所 要 量 は、基 礎 代謝 基

準値 に 基 づ い て 算 出 され て い る が 、そ の 基 準

値 とな る基礎 デー タ は 昭和 30 年代 の も の が

用 い られ て お り 、 現 在 の ヒ トに適応す るに は

少 し無 理 が あ る と考 え られ る 。 先に も述 べ た

とお り、体格 は 格段 の 発育 を示 し 、昔 と今 と

で は体格、体質が大 き く変 わ っ て い る こ とは

多 くの 人 々 か ら指摘 され て い る 。 基礎代 謝 は

体表 面積 に比 例す る とい わ れて い る が 、 体質

にも大 きな影 響 を受 け る こ とは明 らか で あ る 。

　基 礎代謝量 は 測定 条件 が厳格 で あ り測定 が

困難 な た め 、最近 で は 実 測す る場合 に は 安静

時代謝量 を用 い る場合 もある 。

ll．方法

　 被験者は 、保 育園の 園児 82 名 （男児 45 名 、

女児 39 名）、小 学生 274 名 （男児 132名、女児

142 名 ）、中学生 44 名 （男子 の み ）の 計 400 名

で あ っ た。安静時代謝量 の 測定 には 、METAVINE

C叮 NE 社製）を用い た。姿勢は仰 臥姿勢で あ り、

軽 く 目を 閉 じた 状態 で あ っ た。 マ ス ク は 、測 定

者が軽 く押さえ た。ま た 、4 歳以上 の 園児 に 関 し

て は 、 椅座 姿勢に よ っ て 行 っ た 。

　推 定 エ ネ ル ギ ー 所 要 量 （ EER ； Estimated
Energy　Requirement）は 、 日本人 の 栄養 所 要量 第

五 次改定 ゆ にお け る昭 和 44 年 算定体表面積 当

た り基礎 代謝基 準値 を用い て 算出 し た 。 実測

エ ネル ギ ー
所 要量 （MER ＝ Measured　Energy

Requirement）は、藤本 らの 式 か ら体表面積 を求

め 、 次式 に よ り算出 した 。

　MER （kcal！day）＝REE （kca1！m21h ）1L2× 24
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皿 ．結果お よび 考察

　 実測デー
タを性別 に 図 （男児図 1

、 女児図 2）
に 示 し た 。実線で 結ば れ て い るデー

タは 推 定 値

（基礎 代謝基 準値 × 1．2）で ある。各年代 平均値

を求め れば ほ ぼ 同値 を示 し た が 、 年 齢が 大 き く

な る毎 に ば らつ きが 大 きくな っ て い る こ とが 伺
え る 。 身長や 体重 な どの 体格 は 、 全 国平均 と比

較す る と 5 歳女児におい て身長が 5cm 低か っ た

が 、 そ の 他は ほ ぼ標 準 で あ り 、 今回 の 対 象者 は

特殊な集団で は ない とい えよ う。

　 中学生の デー
タ を以下解析 して み た 。

　 BMI と安静時代謝量 の 相関図を図 3 に示 した。

身体組成 を示す BMI と安静時代謝量の 間に は、

有意な相 関関係 （p＜0．01）が認 め られ た。

　 図 4 は 、 安静時代謝 量 を体表面積 あた りで 示

した もの で ある 。
BMI と体表面積 あ た りの 安 静

時代謝 量 に は相 関関係 は 認 め られ なか っ た 。 中

学 生 だ けで 男子 だ けの デー
タか らの 考察 で あ る

が 、 個人差 を消 去 す る 手段 を用い て 代 謝 量 を体

表面 積 あた りで 示 す と体格の 影 響 が 消去 され し

ま うこ とが示 された 。

　 以上 の こ とよ り、代謝 は 体組成 っ ま り体脂肪

や筋 肉量 の 影 響を受 け る こ とは 明 白で あ り、体

表面積 あた りで 示 された 基礎代 謝量 をエ ネ ル ギ
ー

所要 量 の 基礎 とす る こ とは 、大 きな危険性 が

あ る こ とが 示唆 され た 。

　 こ れ まで 、基礎 代謝 を基準 として エ ネル ギー

所 要量 が推 定 され て い た が 、こ の 方法 は 人 に よ

っ て は か な り の 「ず れ」 が 生 じ るこ とが 明 らか

とな っ た 。 今後は 、 個人差の 生 じる要 因 をふ ま

えて 、個 人 個人 に適切 な 栄養管理 を行 うこ とが

望ま しい と示唆 された。
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Fig．3　Relationship　between　BMI 　and 　REE （kcal／day）
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